
の
約
４
割
が
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
赤
字

組
合
が
全
体
の
約
９
割
に
達
す
る
見
通
し
で
す
。

　
そ
の
原
因
は
明
ら
か
で
す
。
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
支
援
金
・
納

付
金
の
保
険
料
収
入
に
対
す
る
割
合
は
46
・
２
％
に
も
達
し
（
24
年

度
予
算
）、
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
の
約
半
分
は
高
齢

者
医
療
制
度
を
支
え
る
た
め
に
支
出
さ
れ
て
い
る
計
算
で
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
正
す
た
め
、
健
保
組
合
や
健
康
保
険
組
合
連

合
会
（
健
保
連
）
で
は
前
期
高
齢
者
の
医
療
給
付
費
へ
の
公
費
投

入
の
拡
大
を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
現
状
で
は
具
体
的
な
法
律
の

形
と
な
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
社
会
保
障
を
め
ぐ
る
懸
案

は
新
た
に
設
置
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
で
検
討
さ

れ
る
運
び
で
す
が
、
健
保
組
合
・
健
保
連
で
は
真
の
改
革
が
実
現

さ
れ
る
よ
う
、
強
く
働
き
か
け
て
い
く
方
針
で
す
。

　

一
方
で
は
、
問
題
の
根
底
に
あ
る
「
増
え
続
け
る
医
療
費
の
抑

制
」
が
さ
ら
に
重
要
な
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。
当
健
保
組
合
も

健
診
を
始
め
と
す
る
健
康
増
進
活
動
や
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

の
使
用
促
進
な
ど
を
さ
ら
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
日
々
の
健
康
づ
く
り
と
適
正
受
診
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実
り
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
関
連
法
が
成
立
し
、
今
後
、
順
次
実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
一
体
改
革
は
、
消
費
税
率
見
直
し
に
よ
る

社
会
保
障
の
財
源
確
保
と
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た
制
度
の
再

構
築
が
目
的
で
す
。
と
こ
ろ
が
成
立
し
た
内
容
は
、
健
保
組
合
に

と
っ
て
不
満
の
残
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
健
保
組
合
は
か
つ
て
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
決
算
（
見
込
）
で
は
、
全
国
の

健
保
組
合
の
経
常
赤
字
は
総
額
で
３
４
８
９
億
円
に
達
し
、
全
組

合
の
約
８
割
が
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
24
年
度
予
算
で
は
こ
の
状

況
は
さ
ら
に
悪
化
し
、
赤
字
は
５
７
８
２
億
円
へ
拡
大
、
全
組
合

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

被
保
険
者
な
ら
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

新
し
き
よ
き
年
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
当
健
康
保
険
組
合
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し

て
日
ご
ろ
よ
り
多
大
な
る
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長

兵
庫
自
動
車
販
売
店
健
康
保
険
組
合

寺
尾　

毅
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平
成
24
年
11
月
21
日
、
東
京
・
丸
の
内
の

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
「
平
成
24
年
度

健
康
保
険
組
合
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
の
健
保
組
合
か
ら
約
４
０
０
０

人
が
集
結
し
、「
待
っ
た
な
し
！
超
高
齢
社

会
に
持
続
可
能
な
制
度
を
今
！
」
を
副
呼
称

に
下
記
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

決　

議

　

健
康
保
険
組
合
は
、
現
行
の
高
齢
者
医
療
制
度
が
施
行
さ
れ
た
平
成
20
年
度
以
降
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い
財
政
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
。
平
成

24
年
度
ま
で
の
累
積
赤
字
額
は
２
兆
１
０
０
０
億
円
を
超
え
、
同
年
度
予
算
に
お
い
て
全
組
合
の
約
９
割
が
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

こ
の
財
政
危
機
を
招
い
て
い
る
最
大
の
要
因
は
、
過
重
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
費
用
負
担
に
あ
る
。
平
成
24
年
度
予
算
で
は
、
支
援
金
・
納
付

金
は
３
兆
１
３
５
５
億
円
に
達
し
、
保
険
料
収
入
に
対
す
る
割
合
は
過
去
最
高
の
46
・
２
％
に
も
及
ん
で
い
る
。
も
は
や
負
担
は
限
界
を
超
え
、

健
康
保
険
組
合
の
持
つ
最
大
の
価
値
で
あ
る
保
険
者
機
能
の
発
揮
を
阻
害
し
、
さ
ら
に
、
健
康
保
険
組
合
の
存
続
さ
え
も
危
う
く
し
て
い
る
。

　

本
来
、
高
齢
者
の
医
療
費
は
広
く
公
平
に
負
担
す
べ
き
で
あ
り
、
現
役
世
代
に
過
度
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
十
分
な
公
費
を
充
て
る
べ
き
で
あ

る
。
健
康
保
険
組
合
が
崖
っ
ぷ
ち
に
あ
る
今
、
国
は
、
速
や
か
な
公
費
投
入
拡
大
に
よ
っ
て
、
過
重
な
負
担
に
苦
し
む
健
康
保
険
組
合
の
負
担
軽

減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
計
算
式
を
は
じ
め
と
す
る
現
行
制
度
の
持
つ
不
合
理
・
不
公
平
な
仕
組
み
を
早
期
に
改
め
、
健
康
保
険
組
合

が
安
定
し
て
運
営
で
き
る
制
度
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

一
方
、
抜
本
改
革
と
は
ほ
ど
遠
い
理
不
尽
で
一
方
的
な
負
担
転
嫁
策
は
、
保
険
者
の
自
主
性
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
断
固
反
対
す
る
。

　

皆
保
険
制
度
を
今
後
も
安
定
し
て
維
持
す
る
た
め
に
は
、
公
平
で
納
得
性
あ
る
持
続
可
能
な
制
度
の
構
築
と
と
も
に
、
医
療
費
の
適
正
化
が
欠

か
せ
な
い
。
国
は
、
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
実
効
あ
る
施
策
を
と
る
べ
き
で
あ
り
、
医
療
費
の
適
正
化
に
資
す
る
保
険
者
機
能
を
最
も
効
果
的

に
発
揮
で
き
る
健
康
保
険
組
合
方
式
を
将
来
に
わ
た
り
堅
持
・
発
展
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

超
高
齢
社
会
を
支
え
得
る
持
続
性
あ
る
制
度
の
構
築
に
向
け
、
我
々
健
康
保
険
組
合
は
、
次
の
事
項
の
実
現
を
期
し
、
組
織
の
総
意
を
も
っ
て

こ
こ
に
決
議
す
る
。

●
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
す
る
公
費
投
入
拡
充
の
早
期
実
現

　
　

高
齢
者
医
療
制
度
の
負
担
は
健
康
保
険
組
合
の
負
担
の
限
界
を
超
え
、
財
政
悪
化
の
主
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
団
塊
の
世
代
が
前
期

高
齢
者
と
な
り
、
そ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
る
今
こ
そ
、
国
は
、
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
責
任
を
公
費
投
入
と
い
う
形
で
明
確
に
示
し
、
持
続

可
能
な
制
度
の
構
築
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

●
国
庫
補
助
削
減
を
目
的
と
し
た
負
担
転
嫁
策
に
断
固
反
対

　
　

後
期
高
齢
者
支
援
金
の
負
担
方
法
を
変
更
し
、
健
康
保
険
組
合
に
負
担
を
転
嫁
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
庫
補
助
削
減
分

の
「
肩
代
わ
り
」
の
仕
組
み
と
し
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
単
に
予
算
編
成
上
の
財
源
捻
出
だ
け
を
目
的
と
す
る
理
不
尽
な
負
担
転
嫁
策
に
は
、

断
固
反
対
す
る
。

●
医
療
費
適
正
化
の
推
進
と
組
合
方
式
の
維
持
・
発
展

　
　

健
康
保
険
組
合
は
、
健
康
づ
く
り
、
疾
病
予
防
等
き
め
細
か
な
保
健
事
業
を
行
う
な
ど
、
保
険
者
機
能
を
最
も
効
果
的
に
発
揮
し
得
る
保
険

者
で
あ
る
。
将
来
に
亘
っ
て
盤
石
な
皆
保
険
制
度
を
堅
持
し
て
い
く
た
め
に
も
、
国
は
、
適
切
な
医
療
費
適
正
化
の
施
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、

制
度
の
中
核
を
担
う
健
康
保
険
組
合
方
式
の
維
持
・
発
展
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

●
健
康
保
険
組
合
に
対
す
る
適
切
か
つ
十
分
な
財
政
支
援
措
置
の
実
施

　
　

後
期
高
齢
者
支
援
金
・
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
重
い
負
担
に
よ
っ
て
、
健
康
保
険
組
合
は
か
つ
て
な
い
財
政
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
国
は
、

制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
過
重
な
高
齢
者
支
援
金
等
の
負
担
に
苦
し
む
健
康
保
険
組
合
に
対
し
、
適
切
か
つ
十
分
な
財
政
支
援
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　

平
成
24
年
11
月
21
日

待
っ
た
な
し
！
超
高
齢
社
会
に
持
続
可
能
な
制
度
を
今
！

平
成
24
年
度
健
康
保
険
組
合
全
国
大
会

平成24年度
健康保険組合
全国大会

待ったなし！超高齢社会に待ったなし！超高齢社会に
持続可能な制度を今！持続可能な制度を今！
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は
、
み
な
さ
ん
の
加
入
資
格
を

確
認
し
て
発
行
し
て
い
ま
す

見学ツアー健保組合

保
険
証

まとめ

　被扶養者は、保険料の負担なく、被保険者と同等の保
険給付を受けることができますが、被扶養者への保険給付
は、被保険者と事業主の保険料によってまかなっているもの
です。
　健保組合では、みなさんから納めていただいた保険料が
適正に使われるよう、被扶養者の加入資格を確認していま
す。ご家族の就職や別居などの際には、ご留意ください。

　被保険者は入社と同時に、被扶養者は申請が
認定されたときに、健保組合へ加入することに
なります。健保組合は被保険者・被扶養者であ
ることを示すものとして保険証を交付し、医療
機関ではこの保険証を確認して医療費を健保組
合へ請求します。
　なお、その保険証を使うことができるのは、
保険証に名前が記載されている人だけ、健保組
合に加入している期間だけです。保険証の貸し
借りや、加入資格を喪失した後の受診は絶対に
しないようにしましょう。

　被扶養者が加入資格を喪失した場合、被保険
者は５日以内に健保組合に届出を行うことに
なっていますが、健保組合でも定期的に被扶養
者の加入資格を確認する調査を行っています。
調査書が届きましたら、ご協力をお願いします。
　健保組合にとって重い負担となっている高齢
者医療制度への納付金は、加入者数に応じて拠
出額が決まります。加入資格を喪失しているに
もかかわらず被扶養者のままでいると、健保組
合は不要な支出をすることになってしまいます。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、〝
保
険
証
〞
に
つ
い
て
で
す
。

健
保
組
合
で
は
、
み
な
さ
ん
の
加
入
資
格
を
確
認
し
て
保
険
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

加
入
資
格
を
満
た
さ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
保
険
証
の
返
納
が
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　現在、被扶養者となっておられる方が引き続きその資
格要件を備えておられるかどうかを確認する「検認」を
実施いたしました。
　ご協力いただき、ありがとうございました。

　保険証は大切に取り扱っていただくことが前提です
が、万一紛失した場合は警察へ届け出ると同時に、す
みやかに健保組合へも届出を行い、保険証の再交付を
受けてください。不正利用につながるケースも考えら
れますので、くれぐれも失くしたままにしないように
してください。

　医療費がかさんでも、健康保険には高額療養費があ
りますので、最終的な自己負担は大きく軽減されます。
この高額療養費は、「限度額適用認定証」を医療機関
に提示することで直接医療機関に支払われますので、
みなさんは一時的に立て替える必要がなくなります。
高額な医療費が予想される場合は、健保組合に発行申
請をしてください。

紛失した場合は、すみやかに届出を 「限度額適用認定証」をご利用ください

加入資格を定期的に

確認しています

保険証は、健保組合が

発行しています

被扶養者資格の再確認（検認）書類の提出に
ご協力ありがとうございました



領収証は捨てちゃったけど、医療費通知は
ちゃんととってあるから、医療費控除で税
金が戻ってくるよね？

ところで、医療費控除って、どんな制度なの？

じゃあ今度から、病院か
らもらった領収証はちゃ
んととっておくことにす
るよ。で、ほかに用意す
るものってあるの？

AQ &家計にやさしい受診術

えっ！ 領収証は捨てちゃった？　医療費控除を受けるためには病院や薬局から
もらった領収証が必要だよ。しかも、原本。コピーはダメ。残念だけど医療費
通知も領収証の代わりにはならないんだよ。

医療費控除には対象になるもの、ならないものがあります

Q

Q

医療費通知があるから安心？

A

A

領収証はポイっとしない！

そっか…。 A

１年間に支払った医療費 給付金・保険等で補てんされた額 医療費控除対象額（最高限度額200万円）10万円※－ － ＝

① 給与の源泉徴収票（原本）
② 印鑑
③ 医療費や薬代などの領収証（原本）
④ 還付される税金の振込先の銀行口座の番号等

医療費控除は、１年間（１～12月）に本人や家族の分も含めて、自己負担分として支払った医療費が10万円※を超えた
ときに受けられます。計算のしかたは次のとおりです。

※年間所得が200万円未満の場合は、所得総額の５％の金額

対象になるもの 対象にならないもの ★医療費がたくさんかかった年は税金が
戻ってくるよ。
医療費控除は国の制度だから、もっと知
りたいときは、近くの税務署に聞いて
みてね。詳しく教えてくれるよ。

★申告は、e-Tax（国税電子申告・納税シ
ステム）でもOKだよ。
http://www.e-tax.nta.go.jp/

いい質問だねぇ ^^　
４つ、ちゃんと準備してね。

質問が逆じゃない !?　ま、いっか。
医療費控除はね、１年間に支払った医療費の総額が10万円※を超えた
ときに税務署に確定申告すると、超えた額（上限200万円）が課税対
象から控除されて、その分にかかってた所得税が戻ってくる制度のこと
なんだよ。申告の期間は3月15日までだから忘れずにね。

あれま、

Q

には病院や薬局から
。残念だけど医療費

た
対
と

ら
ん
る
る

そっか

れま、

●医師に支払った医療費
●治療のための医薬品の購入費
●通院費用（交通費）
●歯科の保険外費用（特殊なも
のは除く）

●レーシック費用
●妊娠時から産後
　までの診察と出産費用、
　など

●健康診断、人間ドックの
費用

●インフルエンザなどの
各種予防接種

●体調を整えるための
　　　　マッサージ代、　
　　　　　　　　　など

費用、

　　　　マ
　　　　　　



　

今
年
も
か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
。
油
断
し
て
い
る
と
、「
仕

事
や
受
験
で
絶
対
に
休
め
な
い
！
」「
子
ど
も
の
世
話
や
お
年
寄
り
の
介
護
が
あ
る
」

と
い
っ
た
肝
心
な
と
き
に
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
…
。
日
ご
ろ
か
ら
〝
か
か

ら
な
い
〞
生
活
を
送
り
、〝
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
〞
と
き
は
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

〝
か
か
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い
〞
で
冬
を
乗
り
切
る

　早く治すには、休んで体力を回復させるのが第一
です。加湿・換気・温度調節に注意し、できれば他
の家族とは別室で、たっぷり睡眠をとりましょう。
　インフルエンザの場合、熱が下がってからもウイル
スを排出するといわれています。他の人にうつさない
ためにも、解熱後２日まではゆっくり療養しましょう。

　せき・くしゃみなどの飛沫を吸い込
んで感染する飛沫感染を防ぐために、
せきエチケットを守って、ウイルスを
まき散らさないようにしましょう。

　熱があると、体内の水分が失われます。１日1.5～
２リットルを目安に、水やスポーツドリンクなどの飲
みものをこまめに摂取して、脱水を防ぎましょう。
　食欲がないときは、おかゆやスープ、野菜ジュー
スなど、水分が多く、消化のいい栄養のある食事を
少しずつとりましょう。

●せき・くしゃみなどの症状があるときは、
不織布製のマスクを着用する。

●せき・くしゃみをするときは、周囲の人
から顔をそらせ、２ｍ以上離れる。

●マスクがないときはティッシュなどで口
と鼻を覆い、使用済みのティッシュなど
はふたのついたゴミ箱へ捨てる。

●せき・くしゃみの飛沫が手に付着したと
きは、手を洗うなどしてウイルスを取り
除く。

かかったときのうつさないための ポイント心得

予
防　

対
処
法

＆

1

2

自宅でゆっくり療養

水分・栄養をたっぷり補給

せきエチケット

５カ条
かぜ・インフルエンザに

かからないための

　ウイルスが付着した手で、口や鼻など
に触れて感染する接触感染を防ぐために、
帰宅時、食事や調理の前、トイレの後、
マスクをはずした後などは、ていねいに
手を洗いましょう。
　また、のどの粘膜が乾燥すると免疫力
が低下します。帰宅後はうがいをして、
うるおいを保ちましょう。

　人ごみではマスクを着用しましょう。
マスクは、使い捨ての不織布製を使用。
鼻やあごの周辺にすき間がないよう、顔
にフィットさせましょう。

　１日３食、規則正しく栄養バランスの
とれた食生活を送りましょう。免疫力を
高めるビタミン類を豊富にとると、かぜ・
インフルエンザ予防に効果的です。

１

2

3 手洗い・うがい

マスクの着用

栄養バランスのとれた食生活

①石けんを泡立てて、手のひら・甲・指
と指の間・手首・指先・爪まで、15
秒以上かけて念入りに洗う。

②流水でしっかりと洗い流し、清潔なタ
オルなどで水気をふき取る。

冬は特に
念入りに！

正しい手洗いのしかた

　寝不足や不規則な生活は、ウイルスへ
の抵抗力を弱めます。特に、睡眠中は疲
労を回復させるホルモンが分泌されるの
で、睡眠は６～８時間を目安にしっかり
とりましょう。

4十分な睡眠

　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御
機能が低下し、かぜ・インフルエンザ
にかかりやすくなります。室内は 50 ～
60％の湿度を保ちましょう。

5室内の湿度



　
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
関
連
法
」
が
成
立
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
２
０
１
３
年
は
制
度
改
革
に
向
け
て
の
助
走

期
間
と
な
り
ま
す
。
膨
張
す
る
医
療
費
の
適
正
化
と
給
付

と
負
担
の
整
合
性
、
効
率
化
を
推
し
進
め
な
い
と
、
健
康

保
険
組
合
を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
悪
化
し
、
皆
保
険

制
度
そ
の
も
の
が
存
亡
の
危
機
に
直
面
す
る
で
し
ょ
う
。

　

難
航
の
末
に
成
立
し
た
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は

２
０
１
４
年
4
月
に
現
行
５
％
が
８
％
、
２
０
１
５
年
10

月
に
10
％
に
な
り
ま
す
。
年
金
や
医
療
、
介
護
な
ど
の
充

実
分
（
２
・
７
兆
円
程
度
）
は
消
費
税
増
税
で
賄
い
ま
す
が
、

２
０
１
３
年
度
は
増
税
に
よ
る
財
源
増
は
ゼ
ロ
で
、
予
算

編
成
で
は
、
地
域
医
療
・
在
宅
医
療
や
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
等
は
特
別
枠
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
費
は
毎
年
1
兆
円
ず
つ
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
高
齢
者
の
医
療
費
や
介
護
費

が
膨
張
し
て
い
る
た
め
で
す
。
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た

２
０
１
１
年
度
の
概
算
医
療
費
は
前
年
度
比
３
・
１
％
増
の

37
兆
８
０
０
０
億
円
に
上
り
ま
し
た
。
増
加
は
9
年
連
続
、

金
額
は
過
去
最
高
。
70
歳
以
上
の
医
療
費
は
17
兆
円
と
全

体
の
44
・
９
％
を
占
め
ま
し
た
。
年
間
の
1
人
当
た
り
の
医

療
費
は
平
均
で
29
・
6
万
円
で
す
が
、
年
齢
別
に
み
る
と

70
歳
未
満
で
は
17
・
9
万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
70
歳
以

上
は
80
・
6
万
円
、
さ
ら
に
75
歳
以
上
で
は
91
・
6
万
円

と
70
歳
未
満
の
5
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
技
術
の
進

歩
や
新
薬
の
登
場
に
よ
っ
て
、
医
療
費
の
単
価
が
上
が
っ
た

こ
と
も
要
因
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
の
健
康
保
険
組
合
決
算
見
込
み
で
は
、

保
険
料
率
を
引
き
上
げ
た
組
合
が
過
去
最
高
の
約
４
割

（
５
７
１
組
合
）
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
健
保
組

合
（
１
４
４
３
組
合
）
の
経
常
収
支
差
引
額
は
３
４
８
９
億

円
の
赤
字
に
達
し
、
高
齢
者
医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
た

２
０
０
８
年
度
以
降
、
4
年
連
続
で
３
０
０
０
億
円
を
超

● 

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
教
授　

水
巻
中
正 

●

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
で
の

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
で
の

着
実
な
議
論
、
真
の
改
革
実
現
に
期
待

着
実
な
議
論
、
真
の
改
革
実
現
に
期
待

え
る
赤
字
決
算
と
な
り
、
そ
の
累
計
は
１
・
６
兆
円
に
も
な

り
ま
す
。
赤
字
組
合
は
１
１
０
１
組
合
を
数
え
、
全
体
の

約
8
割
に
及
び
ま
す
。

　

高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
り
、
健
保
組
合
が
負
担
す
る
後

期
高
齢
者
支
援
金
は
1
兆
４
０
８
７
億
円
、
前
期
高
齢
者

納
付
金
・
退
職
者
給
付
拠
出
金
な
ど
は
1
兆
４
６
３
３
億

円
で
、
合
わ
せ
て
2
兆
８
７
２
１
億
円
（
前
年
度
比
８
・
７

％
増
）
に
な
り
ま
す
。
医
療
給
付
費
、
拠
出
金
負
担
の
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
、
医
療
保
険
者
の
財
政
悪
化
は
年
々
深

刻
化
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
行
の
高
齢
者

医
療
制
度
の
構
造
的
な
歪
み
が
組
合
財
政
を
破
綻
に
追
い

込
ん
で
い
ま
す
。

　

医
療
費
適
正
化
の
推
進
は
、
健
保
組
合
加
入
者
へ
の
健

診
に
よ
る
疾
病
の
早
期
発
見
・
予
防
、
レ
セ
プ
ト
チ
ェ
ッ
ク
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
な
ど
保
険
者
機
能
の

一
層
の
発
揮
が
必
要
で
す
。
同
時
に
、
政
府
の
社
会
保
障

制
度
改
革
国
民
会
議
で
、
前
期
高
齢
者
の
医
療
給
付
費
へ

の
公
費
拡
大
な
ど
を
含
む
制
度
改
革
議
論
を
深
め
、
社
会

保
障
と
税
の
一
体
改
革
を
進
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

消
費
税
を
段
階
的
に
引
き
上
げ

増
収
分
は
社
会
保
障
の
財
源
に

国
民
会
議
で
議
論
を
深
め

改
革
実
現
に
向
け
た
道
筋
を

％
増
の

え
る
赤
字
決
算
と
な
り
、
そ
の
累
計
は
１
６
兆
円
に
も
な

と
な
り
、
そ
の
累
計
は
１
・
６
兆
円
に
も
な

2013年 
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